
とかす⼒（八木重吉の詩を愛好する会会報） 
（事務局及び会報）〒270-1406 千葉県白井市中 205 小林正継 

Ｅメール kmat27aiko@gmail.com  携帯電話 09061674553 
★2025 年の茶の花忌案内 

 非常に暑い夏が続いていますが、8月も後半になると、今年も茶の花忌が近づいているのだと思わずには

いられません。今回は、愛好会主催の「愛好者たちで作る茶の花忌」の 2回目です。すでに概要は決まって

いますのでお伝えします。愛好者の皆様、是非ご参加下さい。 

 

〇１２：３０～１３：００ 受付（愛好会スタッフ） 

・受付簿記入   ・プログラム、案内図、アンケート用紙、講話内容等の資料配布 

 

〇１３：００～１３：３０ 墓前礼拝（讃美歌、祈り、感話）         

   司会進行（小林） 感話（苅部幹央氏、元横浜女学院教師で重吉研究者） 

 

〇１３：３０～１５；３０  八木重吉を偲ぶ会（司会進行 原きよさん） 

前半（合同で） １３：３０～１４：３０ 
・主催者開会の挨拶（小林―開催のコンセプト） 
・講話 

今高義也氏（『八木重吉とキリスト教』（新教出版社）の著者） 
現在、重吉の愛読した新約聖書の書き込みの研究論文を『信徒の友』に連載中 

小澤則男氏（茨城キリスト教学園の教師を退職後、重吉の詩や聖書の言葉に画を付け、詩画展開催） 
・重吉のライブ演奏・歌唱（YO=EN さん） 

ギャラリービブリオの十松弘樹氏と国立中心にライブ活動展開。詳しくは QR コードをクリック 

 ・重吉詩の朗読（10 人くらいの人が好きな詩を次々に 1 篇ずつ読む。） 
     各自が心を込めて詠み、重吉詩の魅力を共有します。あなたも希望あれば連絡を下さい。 
後半（2つに分かれての活動）１４：３０～１５：２０ 
① 歴史散策（案内は神林由貴子さんに依頼）        

  神林さんは、町田市民文学館の学芸員で、自らもタウン誌に重吉詩の解説文を連載。 
② 庭での活動（記念館見学、書籍・ＣＤ等展示及び頒布、語らい交流等） 
 見学、書籍や CD の展示頒布、愛好者の文章展示などを通して、互いに交流を深める 
再集合（全員）１５：２０～１５：３０ 
 讃美歌（墓前の時と同じ重吉愛唱歌の 1番のみ） 
 主催者閉会の挨拶（小林―重吉没後 100周年に向けてのお願い） 

 

〇 茶の花忌終了後、希望者は橋本駅で茶話会（帰りまでに適宜スタッフに申し出て下さい） 

 

＊雨天中止（小雨でも、降り続く雨は中止です。各自判断、問い合わせは 09061674553 小林へ） 
＊駐車場は関係者及び障碍者のみ。公共交通の利用をお願いします。 
 

      なお、当日 10時から会場づくり等をしますので、時間に余裕があって 
協力してもらえる方はイベントが始まる前にお出で下さい。 

☆ 第 ３４ 号 

☆2025 年（令和 7 年） 
８月２８日 発 行 

大戸観音堂 



★活動場所案内図（当日受付でも配布予定）  
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★便りから紹介 

2 人の作曲家 

                          茅ケ崎八木重吉の会 亀井瑞世 

昨年、私は感動すべき 2つの合唱コンサートを聴く幸運に恵まれました。9月、横浜みなとみらい小ホー

ルでの新声会合唱団第 59回コンサート、指揮者は栁川直則先生 9２歳。私は「とかす力」第 29号（2023・

10・10）に、ピアニストの及川芳子さんが書かれた「合唱曲で近づいた八木重吉の詩」を読んで、直ぐに及

川さんにお手紙を書き、合唱曲集「秋」を購入しました。以前混声合唱団で歌っていた私は譜面が欲しかっ

たのです。ピアノは弾けないのですが、推しのグッズを持つ気分でした。 

その時点で、合唱曲集「秋」の初演コンサートは終わっていましたが、昨年 9月の演奏会のアンコールで

「夕焼」が歌われることが決まったと、及川さんからお電話を頂き、招待券もお送り下さいました。栁川先

生指揮のコンサートは情熱溢れる繊細かつ力強い素晴らしいものでした。ところが、アンコールの「夕焼」

はあっという間に終わり、どんな曲だったか全く記憶になく思い出せないのでした、、、。 

私はどうしても曲が知りたくて、夫に伴奏の CD 制作を頼み、それを聴きながら必死で練習をしました。

栁川先生の「夕焼」は歌い込めば歌うほど、優しく心に沁みてくる素晴らしい曲でした。今「秋」全曲を是

非聴いてみたいと心から思っています。  

11月、神奈川県立音楽堂での横浜混声合唱団・点コンサート、指揮者は吉田孝古麿先生 90歳。吉田先生

は茅ケ崎の重吉詩碑「蟲」の作曲者です。その日は吉田先生の指揮活動 70 周年の記念コンサートであり、

指揮者としてのラストコンサートでもありました。音楽愛が溢れる、とても感銘深いものでした。 

毎年、茅ケ崎では建立記念日に参加者みんなで「蟲」を歌うことから会を始めています。今年私は、各自

が詩の朗読をする時に「夕焼」も歌いたいと思っています。茅ケ崎は今年詩碑建立 20 周年を迎えます。川

井（春）、太田、亀井の 3人で茅ヶ崎の子ども達や市民の皆さんへの PRを考えています。ご興味のある方は

今秋 10 月 2日午前 11時、図書館の隣りにある高砂（たかすな）緑地の詩碑前にどうぞおいで下さい、お待

ちしています。 
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★茅ケ崎のイベント案内 

「茅ケ崎八木重吉·詩碑建立 20周年記念の会」 開催のご案内   

 

日時: 2025 年 10 月 2日 （木）               

    午前 10:00〜11:30   当日現地集合、予約は必要ありません。 

場所: 茅ケ崎市高砂緑地内 八木重吉詩碑前集合（JR 茅ヶ崎駅南口下車 

徒歩 5分（図書館隣り美術館への道中にあり） 

行事内容: 重吉メンバーによる詩碑「蟲」の歌唱と詩の朗読会 

その後、参加者の皆様と美術館アトリエへ移動 

参加者皆様と詩の朗読、八木重吉についての語らい。 

参加者: 「茅ケ崎八木重吉の会」メンバー 「茅ケ崎子どもの本を読む会」有志  

「茅ケ崎 茅短歌会」有志   

主催： 茅ケ崎八木重吉の会     雨天決行ですので、その場合は十分気を付けてお出で下さい。 

参加費： 無料  

茅ケ崎で重吉が澄んでいた借家とその後の変遷 

   
 ↑老朽化した借家が戦後まで残っていた 

 

★新聞記事紹介 

読売新聞 6月 29 日朝刊（金野実加枝さんより提供）     

 

← 
昭和 30 年代以降。新し

い家が建ち、井戸（左側

の樹木の下）枠の丸い

コンクリートだけが、

その地点を伝えていた

が、その後、更に新しい

家々が建ち、井戸も無

くなり周辺も一変し、

面影は全く無くなって

しまいました。 

詩碑「蟲」（平成 17 年建立） 

＊八木重吉の〈かなしみ〉が新聞

記事のような場面で引用される

のが適切なのかどうかわかりま

せんが、それでもふっと浮かんで

来る記者がいることはうれしい

ことです。読者が減っているのか

なあと心配すると、実は不思議に

また読者、記者、研究者から連絡

が来ます。この不思議な現象が重

吉の特徴の 1 つかもしれません。 
 重吉没後 100 年に向けてまず

今年の茶の花忌実施が目標です。

愛好者皆で作り上げましょう。不

思議な重吉の魅力に導かれて！ 
          （小林） 



★朗読劇グループ「コトザウルス」の紹介 

今年の茶の花忌で、八木重吉を偲ぶ会の司会を担当していただく、原きよさんが属している

朗読劇グループ「コトザウルス」が、戦争の反省と平和を願う 8 月に、戦争をテーマにした特

別公演を開催しました。朗読劇のグループだけあって、メンバーの皆さんの良く通る声と豊か

な表現力で、聴衆に感動を与えました。 

 

  

★流山市の江戸川台教会での、朗読劇「八木重吉の世界―詩と生涯」の報告 

6 月 22 日(日)午後、 千葉県流山市江戸川台にある、日本キリス

ト合同教会江戸川台教会で教会員有志で構成した朗読劇が披露さ

れました。1 時間にわたり、重吉の多くの詩が朗読され、重吉の世

界にたっぷり浸りました。脚本・演出をした梅澤泰子さんから招待

をいただいて参加したのですが、重吉の生涯に沿っての構成になっ

ていましたので、重吉を思いながら、心に染み入る詩をたくさん聴

き堪能しました。全部で 60余りの詩が朗読されました。 

10 年前、重吉が勤務した東葛飾中学（現高校）の 90 周年行事で

も朗読劇が披露されましたが、その時指導された梅田氏に、梅澤さ

んたちも指導を受けたそうで、東葛飾高校 100周年の今年に再び、

江戸川台教会で重吉の朗読劇を視聴できてよかったと思います。 

8 月 17日当日のプログラム 案内チラシの内容 

 
←「コトザウルス」に興味のある方は是非 
チャンネル登録をしてあげてください。 


